
設置背景

設　置　目　的

その他

パートナー

■高岡JC創立55周年記念事業の実施
■LOM一丸となった会員拡大
■拡大統括との連携（通年）
■サマーコンファレンスの参加促進（7月）

1)（公社）日本青年会議所
2)（公社）北陸信越地区協議会
3)（公社）北陸信越地区富山ブロック協議会
4)高岡青年会議所シニアクラブ

2025年度　一般社団法人　高岡青年会議所

アカデミー特別委員会

特別委員長　棚田　遼太郎

（現状）
（一社）高岡青年会議所は、青年に発展と成長の機会を提供し、明るい豊かな社会の実
現を目指して参りました。しかし、近年は青年会議所自体への理解不足によって、最善
な運動活動を展開できているのか不確実性があることで、延いては組織の存在意義に
関わってきています。
（課題）
今後もより良い運動を展開し続けていくためには、新入会員だけではなく特に理事職に
就いているメンバーへの教育体制の整備を行わなければいけません。
（あるべき姿）
そして地域社会に求め続けられる組織へと発展していく必要があります。

組織の新陳代謝を活発化することを目的とします。

運動計画

1. 教育と共育の場の創出（3月～6月、4月は例会）

リーダーシップの開発と成長の機会を提供するために、共に学びを育める事業を実施す
ることで、一人ひとりが主体的になり、魅力溢れる人財へと発展していくことを目指してい
きます。

2. 例会の実施（12月）

本年度の集大成の場として、次年度以降も青年会議所運動活動に巻き込んでいくため
に、新入会員全員で本年度の集大成となる事業を実施することで、仲間と共に一つのこ
とを成し遂げる素晴らしさを実感し、一丸となることで強固な組織づくりにつながっていき
ます。

3. 理事の資質向上に向けた取り組み（通年）

理事職としてメンバーへのロールモデルの役割を果たすことができるようになるために、
年間を通して理事職に対する研修活動を実施することで、理事メンバー一人ひとりの資
質向上を目指していきます。


